
（
検
査
成
績
の
記
録
等
の
記
載
事
項
の
制
限
等
）

（
検
査
成
績
の
記
録
の
記
載
事
項
の
制
限
等
）

第
十
三
条
の
二

指
定
製
作
者
等
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
七
条
の
四
第
四
項

の
規
定
に
よ
る
報
告
書
に
は
同
条
第
三
項
の
分
析
等
の
結
果
に
基
づ
く
記
載
そ
の
他
の
正
確
な
記
載
を
、
第
九

条
の
規
定
に
よ
る
記
録
に
は
適
切
に
実
施
し
た
完
成
検
査
の
結
果
に
基
づ
く
記
載
そ
の
他
の
正
確
な
記
載
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
虚
偽
の
記
載
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
十
三
条
の
二

指
定
製
作
者
等
は
、
記
録
に
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
適
切
に

実
施
し
た
完
成
検
査
の
結
果
に
基
づ
く
記
載
そ
の
他
の
正
確
な
記
載
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
虚
偽
の
記
載
を

し
て
は
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
装
置
型
式
指
定
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

装
置
型
式
指
定
規
則
（
平
成
十
年
運
輸
省
令
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線

を
付
し
た
規
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ

て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

２

前
項
の
申
請
書
及
び
そ
の
写
し
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
面
（
申
請
書
の
写
し
に
あ
っ
て
は
、
第
四
号
、
第
五

号
、
第
八
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
書
面
を
除
く
。）を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
及
び
そ
の
写
し
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
面
（
申
請
書
の
写
し
に
あ
っ
て
は
、
第
四
号
、
第
五

号
、
第
八
号
及
び
第
九
号
を
除
く
。）を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〜
八

（
略
）

一
〜
八

（
略
）

九

次
の
各
号
に
掲
げ
る
処
分
を
受
け
、
か
つ
、
当
該
処
分
を
受
け
た
日
以
後
初
め
て
指
定
の
申
請
を
す
る
者

に
あ
っ
て
は
、
当
該
処
分
に
関
す
る
不
正
行
為
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
が
適
切
に
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
証
す
る
書
面

九

次
の
各
号
に
掲
げ
る
処
分
を
受
け
、
か
つ
、
当
該
処
分
を
受
け
た
日
以
後
初
め
て
指
定
の
申
請
を
す
る
者

に
あ
っ
て
は
、
当
該
処
分
に
関
す
る
不
正
行
為
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
が
適
切
に
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
証
す
る
書
面

イ

法
第
七
十
五
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
自
動
車

（
以
下
「
指
定
自
動
車
」
と
い
う
。）の
型
式
に
つ
い
て
の
指
定
の
効
力
の
停
止

イ

法
第
七
十
五
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
自
動
車（
以
下「
指

定
自
動
車
」
と
い
う
。）の
型
式
に
つ
い
て
の
指
定
の
効
力
の
停
止

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

ハ

法
第
七
十
五
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
特

定
共
通
構
造
部
（
以
下
「
指
定
特
定
共
通
構
造
部
」
と
い
う
。）の
型
式
に
つ
い
て
の
指
定
の
効
力
の
停
止

ハ

法
第
七
十
五
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
特
定
共
通
構

造
部
（
以
下
「
指
定
特
定
共
通
構
造
部
」
と
い
う
。）の
型
式
に
つ
い
て
の
指
定
の
効
力
の
停
止

ニ

（
略
）

ニ

（
略
）

ホ

法
第
七
十
五
条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
指
定
を
受
け
た
特
定
装
置
（
以
下
「
指
定
特
定

装
置
」
と
い
う
。）の
型
式
に
つ
い
て
の
指
定
の
効
力
の
停
止

ホ

法
第
七
十
五
条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
特
定
装
置
（
以
下
「
指
定
特
定
装
置
」
と

い
う
。）の
型
式
に
つ
い
て
の
指
定
の
効
力
の
停
止

ヘ

（
略
）

ヘ

（
略
）

第
四
条
の
二

（
略
）

第
四
条
の
二

（
略
）

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
指
定
を
受
け
た
者
に
対
し
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
係
る
指
定
に
関
し
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、第
一
号
様
式
の
二
に
よ
る
申
請
書
及
び
そ
の
写
し
に
前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
書
面（
申

請
書
に
あ
っ
て
は
同
項
第
九
号
を
、
申
請
書
の
写
し
に
あ
っ
て
は
同
項
第
四
号
、
第
五
号
、
第
八
号
及
び
第
九

号
に
掲
げ
る
書
面
を
そ
れ
ぞ
れ
除
く
。）の
全
部
又
は
一
部
を
添
付
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
新
設
）

３

機
構
は
、
指
定
を
受
け
た
者
に
対
し
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
係
る
指
定
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
当
該
申
請
に
係
る
特
定
装
置
の
提
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

機
構
は
、
指
定
を
受
け
た
者
に
対
し
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
係
る
指
定
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
当
該
申
請
に
係
る
特
定
装
置
の
提
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 
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